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1山の神の信仰と修験道平井良朋 1
ーー.ー^一]一.ーー=.ー,

我が臣1民フ亡初の神イ再仰は、古来、"然崇仟

と机先崇仟とに大別されるが、業味な内然物

採取経済の11寺代には、その生活をとりまく 環

境から、 1ヨ然崇1-11の恕、想が先ず'芽牛えた事は

容易に危ザ象,小,来る、しかしⅢ然崇1、Fと 1;えぱ

まま人剛の牛.活との関係から、 11別な利益や

価価から、その意式を兒庁,す様に.W、力れ11券ち

であるが、今これら左我が臣U伎古の司H,りを伝

える記紀ガ葉の古典の中に求めてみても、太古

の H本にはそれらの而からの1列はさして多く

は兒門',し得ないイ栄である、

即ち111驫への禁仟は、木竹薪,芝、草y:昔保i

秀生ヒて、人問生活を助けると言う実ネⅢ内な

',1Jはり tハ巨大なる t,の、峨々として奇怪な

る t,の、雲^雫のとざす神手必h勺なる t,のへの'1兆

れや、地ご'・「噴火や/丹W,'1]を畏M1すると言う t,

ので島り、岩石についても1司様に、それが巨

大帋形なる t,のに対'・よる崇打;と 言 ものとなう

る_硬に柏物にあたってはその対象は、杉ト

村1・杉・桧・補・機・椋と言った佃々の樹木の

種類や打1質によるのではなく、亭々として誓

える姿や、髭然と巨大な伎葉を坤ぱして繁茂

1る様・fに、杣秘感を抱く所にあり、動1勿の

ナ易介t,蛇や狼が多く現六れ、生活上右用と'W

力れる猪・卿・能・.!§の 1血をさしおいて、川J

なと'1寺殊な t,のが兒ル,される。こうした事は

H本人の神霊矧が、ただ食用やその他直按の

右用と言う事にのみ繋が?ていなかりた寸・fを

1呪示・1、るも dγであろう、

0

然し紀元前3Ⅲ紀頃に稲作支化か1,たらさ

れ、所,揣リ尓牛11、ヤ代に入ると、"然崇IFは大い

に変容在とげる、1Ⅲち人々は旧来の内然1勿採

取絖済の生活左脱し、郁作農,、業左継絖するた

めに・地城への雄住を強いられ、・・救胎,力の

北1司作業の必喫か心、瑛落社会が形成される上

その牛i丹上での示亡11は、Π照りが暇かで水に

、1〔まれ、唖U土11、テに1順なる結リι、乙くの牛.1宗を

呼来しうる市とむり、これらへの示求は染落
し tご

左統字1る村'長を小心として、牛才円の祈り左

こめた祭祀・わ辻Ⅱとな?て行,た。

'11初の農馴社分は血獣IU田1本で、そ d)q§,η

は緊驚な地,治の 1'.に h艾●し、りご'弁左 1イiき、

族き1行'心統ヰ1した人1勿は族長とし、やが、ぐは

1小として、 W・化1 る則1 ナ,111 先楽11{の発*・6j,

る,このー・'集落がfげ左経で政略やι丹ι川により
,

て他左併力せ、二れが次々と拡大されて広城

にRりたH予、この拡大された地j或在統*した

者はキミとして琵嚇弱、る,しかして尤の血1緑

集団の勢力がΠ王隔なれば、新しい被統介藥落

はその統術11、Fに人り、擬;剖的血緑とし共例の

祭祀に参加1するが、正しくは地綵集.団と称す
と%]コ

べきで、共1司の杣は後に庠・ヒ神としての州1格

左強くする事となる,

何れにしてもテ1イ来のH本の神需偏仰では、

死して葬られた肉休は地下なる黄宗ル1に送ら

れるが、ある11キ闇を経過すると、霊は肉1本を

矧tれてyで空譜K ゞ・り、広く遠く爪行し、また

それ"付W)必喫や、人々の招きに際してはー・

主地へ去来する t,のと考えられていて、この

事洌は記紀神,活にt,随所に散兒する所である'
,」 1 ^^

χにある神霊は人闇の祭祀左受ける為に火降

る"、どの様になるかについて古代人は、!!

体rリにー・き力商いⅡ1や、利C需の愚るに、1、さ力

しい禿駆なU1の頂にー・度フa1条り、そこから人

里近くへN,」兒1ると芳えていた事t八高千柚

案伝,説笄、ブイ血に度々示される通りである

かくて111頂には杣を迎えるに適当な士地を
1

」、ト;:定め、神の愚るべき所を神卯1な樹木とし、 子11」:
!^区 4"ノ L、オ]气ノJ

石とした t,のが、神航・尋3境とされる,しか

し人Ⅲ1生活の使宜トハ高山峻率よりも、より

集落に近く袖売招いて身師Eを椛大にしょうと

したΠ丁、臂樂の仙や斉j昜の広さな 環」尭d)と 、

適した地を中艘に求め、遂には山範の染落近

くの祁气リな叢村q二}門く事と t,なり、これか'本

来存したlh 上の奧宮(元六,゛D から中オ戸f、

、ド■一;、(1Nの'yD へ降ると言う 1屯小やj也t,

の山来とな 0 て冬1也に残される11斤以である

礎に叉、人剛の窓意によって袖が"'1打北て加

護を給力るとの恕、恕カリ'入'常股の祭爪U1厄,没一

門嘘・11U殿を造る斗{・となりた

、")して袖1土111に1」糸り、また料ル釘11にj,,}ま

・よとの穹1運は、山その t,の在?1111水と兒、 1小の

Πほす111が禿兇斗三1婚、であ 0 たい上 1 る 11、〒は、
゛ノ

火和の大判ヰ小糺や近111の御 1才小社の形で只・川

せ 411、 1!1余11唆にしで川1不必f内なる六りRめる X゛

ば刎ltYd)山111御lt、,1心小山■111判ヰf二、イ,n艘の

また山U111,11小 1、1:U)i列となっ、C 岐さオ1 、ぐい る

に小さな1也域斉1裟リぐ、 1小米ま 1」'1師斤、どし'C

媛しくこれき保个1る川介は111雄地上し、仟

【])
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殿の内奥に設けられるが、これは火袖袖社

石 E神社や、信膿の諏訪袖社 1ネtなど、これ

又令国に多くの1列が兒,小,される所である。

0

1リ、 kd井示に利1降る場所としての山岳への偏

仰は、Π本↓U族個有の神霊祭祀観であるが、

六川紀小葉に至リてU才々か'寳らされる, U、教

は我が氏1へd>受ノ、の町初から深く官とむすぴ

奈良朝までの寺院は、その分布が明ら・ー)美̂
、

かに文化の小心辻也常である。大和は言う迄もな

<、地力でも北九ナ1,1・吉佛j也力・関東両毛地

力に名く、それか'染落地域に存する所から兒

てtハ生活社会の小にあったと三力ねほ女ら

ない,しかし「1曽尼令」に t,ある様に、 1曽尼

は本則として寺院を1雛れて、別に道場左、住て

る事は禁ぜられて力り、禁令のある如K に111

闇の内然靜城の環境を求めて、村朽劃彦行する

名が当時から存した事も事実であろう。それ

らは在来のU、教とは趣きも系誹t,違ったもの

で、正統な官府的U、教から兒れぱy"諾とも言

うべきで、『続日本紀』犬平元午四月三日の勅

の中にも、当H丁の山岳U,々とも言うべきもの

の存在を示唆している。またこれと同様に異

瑞視されたものとしての民問仏教も同しく、

これは僧行某への養老元年四月十1・三1ヨの禁令

の例がある。何れにしても民問的・山林隠棲

的な宗教が、潜行しつつも沖吊欠行なわれるに

至ったのは、奈良判]末から平安初中期にかけ

てが著しく、これの最t,早く現われた士j也は、

吉扮丘くの吉里予山や萬城山囲辺、さては熊野の

奧であったのである。

0

吉野地方かlb1竣的〒・く拓かれた士地である

事は、神武東遷の抜捗地であった古伝はとt,
『

かく、応神天學の吉野国襍部との交渉、蛾1略

天宗.の巡猟、斉剛・持統犬卑.の吉野'宮造営や

行幸、古人大兒_堅子のル,家、大海人卓.了・の逃

避・割三々、これをi正1処一jけるものが少なくない。

・ーカ、吉皿予はこの様に公に知られたとは言え、

山闇僻地である故に、世闇より逃避隠住する

にも適した十j也柄で、これはi1京宇齢呈の逃避、

南朝の半世紀に亘る淵汗Ⅶ、後南朝の存続笄の

1系史的事実によって t,論証づけられる所であ

る。しかt,その!也には吉即予川の水流と、これ

を1川む111矣1唆な 111岳、張〒ワ遥々の神秘、h勺女美}北

による宗宇郊杓睿1凧気があり、奧を求めると受

に深く御仙の世界左現印'して、逮く能野に連

らな 0 て行く.、

かくてこのナ也は山剛ガ才文左はぐくむ邪色好の

地で才,り、修行を111に求める修道Xによ?て

次第に知られ、れ辻也の写託芥の杣信仰と合一・し

て、U、教と杣祗との習介、吏に中国風の道教的

仙術の足1、恕が加わ?て、 U●文のー'派の様な形

をとるに系?た、.この発屡・過科のホで、、'・くか
ー.ーコtj、U」 1

ら伝,説化された人物が役小仙で、『続Π本紀』

文武天'1!、{1f五打什皿1Πの条には、小角が妖

惑を用うるの故に誘せられて、,遠流に処せ心

れた二欠第を二ιしているか'、『H オ弍1_i"ιld』なと

の,氾lfによると、小タ]が果して正式なU、教と

関係がありたかさえ t,不1明で、むしろ大陸の

道孝剣1勺仙術の恕、恕か包蔵されているか、異端

邪説視されていた山岳U、教の方面が強く顕現

されてぃると解せられていた如くである。更

にその教化に町リてはその所の古い神霊との

融合利用が企てられたと解せられている U士

t咋之11/J 『日オく U才女史』・がi1京广U忙『判1}並史』)

111戸X土常にー'般人の生沽環境とは異なった

次元の世界、不可,W、.般なる感件の川界で、死

老の世界と者えられた11予代(これが平安H村k

以降の能野信仰と繋がる)がかなり長かった,

1遊ってU1岳に力ける信仰・宗孝郊土、苦行の宗

教、野件の宗教で、最も罪や磯寺恐れる所で

ある。これを払拭し去るためには、水や人で

浄イヒする事が出来ると信じ、寒中の滝に打た

れて垢剛tをとり、,じ、を消め、柴燎二靭孳を焚い

て罪障の1戴戒左企り、割{突きの連続、五付す旻

地を行なって身左苦しめる等、激しく峨悔し

て初めて御嶽(山ト.岳並びに大峯奧駈け)に

登りうるとした t,のである。かくてこの郡ノJ
゛ノ、

は修行のしるし儁余)として現力れるから、験

力とよぱれ、これ左得る修行が汗陛.1強道、と

なったのであった。

修験道は一人一人の修験者の実識的信仰で

なり力'1入僧イ吊の個人的行法や、在家修行寺

の行が重要な要素であるが、平安中期以後に

なると他のUJ女崇派の影響をうけて教岡化し

驚教、殊に古鞍真井宗醍刑派三市院と天台宗

寺1「派聖.護院に属する事となったが、もとよ

り両寺左中心に起こったt,のではなく、後川

二大寺がその事業のー・1祁として統叫したに過

ぎ・ど、■i釖から超宗派的な t,のと穹えてよい、

何れにしてt,太古以来、 U本個右の血縁共

同体から牛じた朴偏何リづ、袖マ立の態代として

のⅡ1岳佶仰として成り、Ⅱ1岳U、教・道教的神

仙ぽ、恕と融介し、驚教的教N等に衷打むされ

独立の宗教として火成したものである,

川仟Π5S;1 × 1仁U H h如ιリU!1リ刈'1}鮪近川文,1:宝1ミ)

( 2 )



'特別テーマ展特集

大和の山

今回の特別テーマ屡「山の信仰と吉野修験」

は、Ⅱ1と人問のかか力りの井・.で生じてきた、

民間伝承にスホット左あてようとして企画を

した。その111と人問とのかかわりの内、特に

山に対する人闇の信仰而(精神而)に注目を

し、それにまつ力る資判・を紹介しょうとした、

そしで、次のよラな項月を立ててみた。

唖]山の信仰これは今Π民問に残る1_hに

対する宗教行事左中心1二沼介する。

⑦[1_1の神①ダケ山と信仰の対象の山

団祖霊のやどる山@三輪山の信仰、以

以上の剤Ⅲ貞目を立ててみた。

②吉野修'験大峰山の修験道は古くかつ

盛んで島りた'この根拠地となったの

が、金峰1_11く吉野山から山上ケ岳1で)

である'この地城、つまり吉野山と山

上ケ岳の修,験にかかわる資判・を紹介す

る。この細項Πは次の通りである。
YIJ/ー」

⑦役小角と蔵王椛現①修験道の発

達と吉野山@)吉野山の文化小一午中

行事①吉野山の文化②一吉野曼茶羅・

版木●大樂おく駈の絵図囲山上ケ

岳大峯山寺と奉ネ向纐

腰]行者洲.各村々に山上詣の風習をもつ

行者,満が存在するが、この行者溝の成

立や文化について紹介する。

以上の項月を立てて、展示を進めているが、

特に、②の吉町修.験の部分が中心、となろう。

したがって、ここでもう少し詳しく、この部

の信仰

分の展示内容を紹介することにする。

平安時代、 U、徒かU1林修行をしきりにした

ようで『本朝汰華,験記』(平安後期頃成立)には

応照という僧の他7 名が山伏を先達として大

峰山の霊場で苦行した話が記されている。ま

た『日本霊異記上平安前期頃成立)などにも禅

師広達かf吉野の金の峰に人り、樹下を経行

して仏道を求」めたとある。このことから、

さかんに、吉W予1_Ⅱ、大峰の山々にて山岳修行

する仏徒が居たことか想像されよう。しかし、

実際、吉野11_1力弗出般だって活動し始めたのは

中世に入りてからであろう。中世になると、

『金峯山創草記』や『金峰山秘、密伝』などの

史料・や経理書が残っており、それぞれ吉野山

に関するそれまでの伝承を理論化し、活動の

大きな基礎としたのであろう。この背景には

中世大和の諸寺院が、吉野を最大の行場とし

て、当山36先達を結集させたこともあろう。

また。熊野から吉野11ぼで修行する天台系の

本山派の山伏が吉野・ル」を根拠地とする動きも

吉野の修験が皿論化していったーつの蟇周で

もあろう。また、吉野山に力ける「年中行事」

は大変重んじられていたようで、竹+村浣蔵の

「当山年中行事条々」や桜本坊蔵「金峰山寺子

守勝丁・両社々僧年中行事」など中世の午中行

事の記録があり、この時代の索大であった1隶

・fが知られるのである。

また、中世に力ける神U、習合忠、潮によると

ころの、曼茶羅も作られており、吉野曼茶羅
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^ q卸岳曼茶羅)と呼ぱれているものがある,,こ

れらのヰ州t資判・によって吉野1」1がいかに嘘ん

であったかをしのばれよう

吉野1」1は中世末に・'11ぱ尭失している,この

ため小・Ⅲの文化はかなり散逸しまたー・Π1の経

",

に★'1して按近していったのはΠ然のなりゆき

であろう。これが、近"の山 1'.,冷の母什くとな

つた原ル1のように'W、える先に示した吉乎f曼

茶羅の版木が再蔵院、桜本坊むどに残されて

カ、り、また金峰111寺にはその版木のⅡ卜側1が残リ

ノト突なるのであ

、

近Ⅲ:、民闇の伝寺が吉町Ⅱ1にやりて吉て、

冬や"分の銜坊で泊り、山上詣を1るのであ
^

るが、このW辻力で、放々のお札が発行されて

いたようである袷讓劇徐・牛・.暢安令、五1没暇

製などの版木が残リているところか6、山広

い伝打に1、1して、修1強心の加打中斤符による1呪

符左発行したのである、このように、近Ⅲ:の

古邨11hは伝七とのi円発な按触の場所としで、

民岡に様々の文化を提供したのである

このような信芥が何人か集?て、+・1'4,では

行?1,淋、あるいは 1111:,1防がネ,'^1戍された、この

行者,湫.の人々は令峰1Πの山 1'にあたる 1111ニケ

岳の大雌11R予に参備するい力ゆる 111 上話売さ

かんに行うようにむりたのであるこの山 1'

ケ斥はyマ文 3 圷イ1534)にー'向ク上に焼きうちさ

れ、その後"建されたようで、その様・fは、

るの

▲吉野曼茶羅部分(如意輪寺)
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堂は「nlk本堂剛数 1闇 1Ⅲ表行十二問、

裏行十闇一・尺・ヒ小、似内外陣共右ハ京朋也」

とあり、本堂、11j建は刀11剥川仟イ1691)ヒ河一' H

上棟とある,、またこの絵1'×1イ所徐巻に、広 6 つ

の松仕方が揣かれてかり、信右が市ったのであ

ろう ^」

さて、この大峰山寺の本堂には、この再建

に恊力した信打の名を刻んだ知が名数残って

いる、ー・面に 200 名も亥1はれている知t,あり

その人数は乙い.また、再建に寄附をした人

々のN'牙は大阪・1界を中心に火チΠ、京都なと

冬地の地名をみることができ、信芥が広域に

力たってぃることか'続い知れる

山を料代0仁、かイ卞む袖果な場所上しで伝仰し、

その111の中で心牙糾!行の苦行をtるという行

為は、 111に★,j'して刷、述が受け継いできた古く

からのかか力り方であって、村、達の粘1小的な

滞1分に孝火の11杉'"をり・えていることであろう

、d
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今回は、肝怨凧A)の服物(A)のうち雨具・防寒具(ホ)のーつであるミノをとりあげる。ミノの

種類は、汗身吠から背ミノ・肩ミノ・胴ミノ・丸ミノ・ミノ帽子・腰ミノに分けられるが、当
ml]]

館々蔵品.のミノのなかで一番多い胴ミノについて紹介したいと思う。胴ミノの館蔵品は62

点である。使用目的は野良仕事用の雨具である場合が多いが、林業の盛んな十津川村や下

北山村・上北山村などのように山仕事や筏流しなどの場合に利用したところもある。

県下では、胴ミノは、単にミノというところが多く、又は胴ミノがなまったと考えられ

るドミノ、あるいは、素材によってワラミノ・シュロミノ・スゲミノということもある。

胴ミノの素材は、稲ワラ・シュロ・スゲの 3種類があη、地域によっては 3種類のミノ

が収集できたところもある。この素材によって胴ミノ左さらに分類して館蔵品を紹介して

いくことにする。館蔵品の中で、号を占めるのがワラミノである。

集地)五条市野原、(旧所有者)福井栄次氏俳,

状)長さ 117、幅 113、〔備考〕シュロ皮を折

り重ねた上を糸で縫って作る。収集地は、こ

.胴ミノ類

①ワラミノ①(原名)ミノ、分ま勲AAホ)
,コ(2)

整理(A 2 -203)、登録(3 -K如4)、川ヌ集地)

大和郡山市柳町(旧所有者)森本清春氏俳ラ
,1 1 i31

状)長さ 105、幅49、厚み 1 〔備考〕スエ(稲

ラワの一番上の節から穂先までの部分)の穂

先の部分が表になるように向き左揃えて、節

よりの割")を 2、 3本ずつ小編みにしていく

方法で丈夫なミノができる。しかし、量的に

少ない穂先をたくさん使うため稲作を主な生

業とした奈良盆地に宅い。鮪蔵品.の収集地は

このほか、天理市杉本町、五条市岡町、生駒

市上町、都祁村下深川、安堵村東安堵、三宅

町石見、川西町梅戸・ホ剖倚・下永、斑鳩町稲

葉、上牧町下牧、香芝町下田、明H香村八釣

などがある。スエ部分だけでなくワラ全体を

使ったミノは、山添村三ケ谷・毛原、安堵村

東安堵・窪田、十津川村東中などから収集さ

れている。

②(原名)ワラミノ、分類(A Aホ)整理(A

2 -502)、登録(12-38)、(収集地)山添村春日

(旧所有者)室正良氏肝会1犬)長さ 100、幅四、

原み 1.5 〔備ぎ〕ワラを新しく継ぎ足すとき、

新しいワラのまん中辺を横からワラナワで;昂

み、新しいワラの半分左折り返すようにする。

収雙地は、村ケ瀬村長引・晃山、都祁村下深

川・イ夫、 111i心村f{ケ谷・室津・毛原・菅生、

大芋陀町、榛棟m仟会牧、曽爾村長"、菟田野

町宕瑞・宇賀志・古町町山口などがある'

(2)シュロミノσ東名)シュロミノ、分1^i( A

A 小}、察N ( A 2 -201)、イt1示(フ- K I027)、叫又

(励

(1)一①
ワラミノ
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^

のほかに、御所市東佐味・東寺田町、都祁

村友田、山添村中峯山、平群町平等寺、菟田

野町松井、高取町上士佐、下市町貝原、西吉

野村向賀名生などがある。このうち、西吉野

村は、かって盛んにシュロ竹を耒獄音しシュロ

縄の素材を産出したところである。

③スゲミノ(原名)スゲミノ、分圭頁(AAホ)

整理(A 2 -T)、登録(38-27)叫又集地)黒滝

村堂原(旧所有者)中田基治氏、俳ラ状)長さ

105、幅76 〔備考〕ワラとほぽ同じ作り方であ

るが、折り返さずに重ねるだけで継ぎ足すと

ころもある。スゲ以外の紐で編む場合もある

が、小編みにしたのか1官蔵品には多い。収集

地は、菟田野町下芳野・古市場、下北山村下

桑原・池峰、上北山村西原一河合、 Wお旦川村

北今西、十津川村東中(以上小編み)、五条市

新町(折り返し)、黒滝村鳥住、西吉野村湯川

(以上重ねる)などがある。

以上、ワラ・シュロ・スゲ製のミノ左地域

的にみてくると、手に入りやすい素材を使っ

て作られていることか'うかがえる。さらに、

ノの地域的な違いを生業などと関連づけなミ

がら羽査していきたいと思、う。

註 1 『日本民俗資料・事典』(第一・法規)による。

註2 (原名)は、採条地における名称をいう。

註3 (形)伏)の計測はすべてCmである。

分類表

雨具・防寒具

分類番号

,ー,,・,大和の民俗行事@②
鵬

、

盆と百万遍念仏珠数繰り 奥野義雄、

、

堅

電 11111' 1Ⅱ 11' 111U声" 1]1'ⅡⅡ 1'Ⅱ 111'11111' U 11「' 11111'" 1 "' 11111'111Ⅱ'" 111゛1111 ' 11tl,' 11111'111リ' U Π 1'1「Ⅱ゛ 11「Ⅱ'1「[1'1 "叩' 11111'"「11'Ⅱ 11'111"' U 111'1リ"'門 111'→Ⅱ 11' 11Ⅱ 1' 11111'111 "'U Ⅲ',11 'Π" 1'11111' 11111'111"*1L][1'1Ⅱ,' 111[1'r " 11゛ 1""* 11Ⅱ 1' 1111卓" 111't1111'i" 11'11111'11111'11" 1'11 Ⅱ 1'r ",L'Ⅱ 1[1'" 111' 11h '11H'→1」 1' U I ,

A A ホ

内容

計

大和の地蔵盆は、畔期的に2つに分かれ、

7月23日~24日に行なわれる場合と、 8月23

日~24日に行な力れる場合とがあり、前者の

場合は奈良市内に多くみられる。

この地蔵徐.が、いつ頃から盆.行事の一環と

して行なhれるようになったかは明砕さを欠

き、先学諸氏による論脊があるが、定説とな

るべきものはいまのところない。春秋彼岸と

の関連で推察したことがある(『地蔵盆一地蔵

盆行事とその源初形態への検討ヘー』『民俗

博物鉢だより』第 9 巻 2ケ}く火ネ11の民俗行事

⑳>川叫勵が、地蔵盆の源初形態と所謝庶民が

叉・け入れた地蔵姑の形態左擢示1るには系ら

な かりた_

したが?て、地蔵盆に関して■,論攷かオγ3

が、現、仟のところ地蔵1佃がどの上うな分才郊山

「人上容を什ったイ'仰に恨ズ北た t,のかは川1らか

ではない

胴

材料
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しかし、今日まで民問に伝承されてきた地

蔵盆.は、雁然と現代に受け継がれ、その内容

も多種多様であるが、ここでは地蔵盆にみる

百万遍念UJ朱委郷県(ジュズグリあるいはスズ

クリと県下では呼称されている)について紹

ドミノ

うことである

征午23日~24Πに行な力れる地蔵盆は、奈

良の旧市街地とその周辺にみられるが、奈良

市西の京でも盆行事として地蔵盆が'営まれて

きた。この地域では、 7月23日に名町内に祀

られている地蔵尊の石U、左掃除し、祀られて

いるところに提灯'を吊り、お洪物をf北えて、

1加哉まつりを1る。今Πでは、タ刻になる上

町内のを人によって御1詠歌が,焼昭されるが、

かっては f供tノ川力ってズズケリカ汁也蔵t郭石
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えられるのが、奈良市市町の地j哉盆であろう。

ーの吉町でも飢年7Π23U~24Πに地蔵盆が

毎午意まれるが、同町内の老女によりて御詠

歌が読1川される,この御詠歌か'1唱えられる以

前に、「地j艇十]絲制が力寺の1_1川哉(オジニツ

さん)によ0て読経されるのであるが、較前

までは、この読経の後に町内の f供たちによ

りてヒヘ,クマンベンイこの町内ではジェズケ

りと呼ば・ダに、百ノj遍珠数糾y)念U、の f而万

遍」をそのまま呼称1る)が僻まれたが、今

日では「1丁刀'遍」のか力りにΠ卸詠形U かWI

えられているのである

と刷じ様側を呈tる奈良市破石また、 L-"、ーー

岡'の地蔽盆 t,証午 7 H23日~24H 1シ営まれる

が、御詠歌のi涜1川もない。しか 1_、鞍後にも

「地1哉さんの堂内に大志なジ,1ズがありた」と

いう"1,i、からも、 j也1哉盆に百ガ遍珠数糾一)念U、

が駄まれていたこと左推察させる。

これらの地域に近接する地蔵町では、地

蔵堂内でシュスケリが毎ザ1牙23Hに行な力れ

てぃる町内の火人が導師を勤めて伏鉦を叩

き、この鉦の音に合力せて子供たちが大きな

ジュズを繰っていくのである"そして、 _ノ.!、L

、^

^ . .

サー/、ノ

嚇、
1'
.1

▲地蔵盆(奈良市幸町)

糾一)念仁、の視,,,',〒、だけでなく、大利の民総事倒

ではないが、兵庫県加西市北条町や島根県松

江iル北剛町'などにみる 8月13Π~15Hの盆行

事の11了期仁i1に15Π)に丙、ガ遍珠数糾円念U、

が営まれる民俗事洌t,介力せて、儲断テ1りと

イ再万遍珠敷糾円念U、>とのルヲ心H1をく民剛伝

承>からは郷えなかった、このような状況、ド

では、その伝承からH川流にしがたい両者の接

11,1、と 11、7其11左<文献>とによって、民俗行事の

'つとしての儲1.行事>・仕也蔵盆>を再吉一と

る必喫がある、と吉えぎるを得ないであろう,.

このような課題を内在させ女か'らも、大和

において現存も地蔵盆と百万遍珠数繰り念U、

と力泳吉びついて毎年7月23日~24Πに営まれ

る現実はバ定しがたいし、この地蔵盆に関・ラ・

tるのが・f洪達であることも事実である。こ

の子・供の関り・は、単に地蔵菩院が子供達の守

護U、であるという伝承によるものであろうが、

単.に「fイ共達の守護UU という観念的な t,の

だけで、地蔵菩疏が崇められてきたとのみ吉

えるのは・')t的かもしれない。

したがって、ここでは、今日まで受け継が

れてきた地蔵盆と百万遍殊敷繰り念U、の民俗

事例を紹介し、そこに内在する t,のが」見伏に

おいてt〆打確にし得ないこと左擢示したにす

ぎ'なし、。

ここでは、奈良市域のみを紹介したが、こ

のように火和では、地蔵盆に百万遍科讓々赫妙〕

念U、が常まれていた地域は少なくなかウたで

あろうが、ナ加越盆と百万遍珠数紳y)念U、か'何

il、ヤヒ血どうして結びつぃたのか、という当、をは

じめ、その結びついた時川1などについては、

川川ヌリ伝小(資料)から明らかにしえないの

1

'

1

ル1 、

ヲ、/、フ'

'b、この地蔵盆と結びついた百ガ遍珠数

とΠ「1 え七D

である

C

ー¥雫」

▲地蔵盆のシュスクリ(奈良市地蔵町)
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大和の山の神信仰とその賣物

ルドノ

、゛'.,.'...''゛.''.,',.'゛..'..''.'''゛゛''..''゛
、、,、、、、、、,、1、、1,、、、、、、、、、、、、●、、、、、、,11、、1,、、、,、、、、、

大和・奈良県下とりわけ吉野郡力よび大利

高原(宇陀東山)の山の神への信イ叩は、1_h家
.

の人々が山に対する崇高の念と畏れとを居抱

きながら祀ってきた村井制内支えであったとい

える。しかし、この粘杣的な支えも次第IJ見

代社会の変貌に伴って精御杣i造が変化しつつ

<山の神>への崇1、Fも畏れも消え去ろうとし

てし、る。

したがって、<山の神>への祀りごとも少

しずっ消滅しつつぁる。この現象と相関性を

もって大利にのこる山の神信仰とそれに伴う

洪物やむ物も次第に鮪略化し、あるいは消滅

の途にある。

ゆえに、今山1の特冽テーマ展「山の信イ叩と

吉野修.唖U の関連の聞取りの結果から県下の

各地域での山の神信仰と供1勿・荏物について

ほとんどその伝承が消えつつぁることか'窺え

た。

ここでは、これらの聞取りを上に火和の山

の神について紹介し、今後の山の神僑、仰やそ

の供物や饗物の検討に資することにしたい。

**

山の神は、一般には農耕杣と吉えられ、田

柏の11丁其川こなると<甲,>に降り、田の神とな
」'

り、,1.人に崇められ、この11、〒期が過ぎると山

に戻リて<Ⅱ1の神>となると信じられてきた

地域も民俗串例としてあり、その研究もある

(堀用吉挑茗『山の神信仰の研究』)。

大利では、二のような伝承よりも、たと え

ば十津川村域の民俗事例をみると、

Ⅱ_1のネホさんは、木の数をかそえているので、

山の神まつりの1拘に木を UJ ると崇;)がある

とい')言い伝え=伝承がある(1'沖,川村大字

村0 また、「山の袖さんは女の神さんだ」

と吉えられて久しい地域も少なくないのであ

る{上北111村大字n 川、ド北Π庁、1・大lt油向、

川上村伯母谷、・1・i_仁川村ノぐ;:ヒ色むど枚挙に

逞かない)

二の上うな仏小に央打ぢされてか、 1'氾川

゛、1'域やト〆化111村'やド、化1111、1'」或では、木製のり}

社↓辻也岐に上リて呼びノjが災なるが、ヘノコ

'.,''',''.,''.'''.'..゛,.゛',''゛,.,'''.'゛゛''.゛

''.''' .."..".',."'゛"."..".゛".゛"",".●゛i,●'●,"●●.'゛●゛,゛●,"●

、弔、、、、、、、、、、亀、、、亀,、、、,、、,、、、、、

などという)や、男根を形象化したケズリバ

ナ(あるいはケズリカケともいう)か'1"勿と

して、山の袖まつりの日に供えられたのであ
.プ

く,0

たとえば、十津川村大字重里では、山の袖

まつりの当 U U1ヨ暦Ⅱ河 7日)、山で仕事を

する人たちぜ固人または数ノ＼)でケズリバナ

をイ獣勿として洪えたという。しかし、大字=

/、ラとしては山の神まつりの当 U、ケスリバ

ナはアズキのダンゴ・サイレ(サンマ)なと

の供物と共に供えなかったのである。だが、

かつで個人または複数の人でΥ共えられていた

この荏1勿のケズリバナは今日ではほとんど供

奥野義雄

ノ

二

t s )

J '

1

また、川上村大字伯母谷では、山の御の祭

礼当 H には御泗、塩、洗米、魚(サバやタイ)

などの伊井勿と共にへノコを供えたが、この贄

物のへノコを供えたΠ寺期は、古く大正11、¥代の

ことであり、今Hではこの寳物につぃては伝

うことである

、

▲農道具一部(東吉野村伊豆尾)

、、

▲ケスリバナ(下北山村浦向)
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承としてのこっているだけである。

この伯母谷と同様な伝承をもつ地域として、

十i聿川村大字七色を挙げることができよう。

この七色の大字=ムラでは、Ⅱ_1の神まつり

の当日(新暦Ⅱ河 7日)、大字=/、ラから万.升

のモチが供えられ、山の仕事をする組合(イ

カダ組合など)で御酒や川魚(アユ)やモチ

などか秩物として、ヘノコか答物としてf共え

られたのであるが、 1"勿のへノコは大正末期

か、昭和初,貞に洪えられたのか最後であり、

その後、Ⅱ_1の神まつりの当日、芥物のへノコ

を兒ることはなかったということである。ま

た、この七色では供えられたモチを祭礼後撒

いて(御供撒劃察.大に行なわれたという

ことである。

さらに、芥物のへノコ左供えた民俗事例と

して、上北山村大字内川の山の神まつりを挙

げておくことにしよう。この内川の大字=ム

ラでは、饗物のへノコを山の神まつりの当日

供えたということであるが、このイ"勿か供え

られた時期は、昭和40年代であった。この地

域での井物はへノコであったが、ケズリバナ

ではなかったことが力かる。この容物は、山

の神のまつりの当日、供物に副える御幣とと

t,にこのムラの老人がつくって供えたという

ことである。

さらに、上北山村大字河合では、山の神ま

つりを、山仕事に入るときには、かならず行

なってきたという。山の袖まつりの当日に

は、御泗、塩、洗米などの供"ル共に、ヘノ

コなどのψ井勿を供えたが、この風習も戦後ま

もなく行な力れなくなったといわれている。

この河合の大字=1、ラでは、山の神まつりは

山仕事の事業所ごとに供物や箸物を供え、ま

つりの当日、事業所ごとに山の神の神市Ⅲ二1峪

を立てて、往H子は,謡大に行な力れてぃたので

ある。

一方、 1"勿のへノコなどと共にキンマの模

型やイカダの模型(イカダの原木にみたてて、

1 ~ 3 本程をミズヒキにくくって)をつくり、

れを山の杣の柳前に吊って力く、とい・) kこ

北111村大字西椋の民俗事伊n,ある。

このよ・)に9井長を表現するへノコ、さらに

ケズリバナ(ケズリカケ)などの荏1勿以外に、

ミニ、チニア(模型)の用↓1の荏物を山の神に

供える風習は、現在の民俗事例かつ伝承によ

る隈り、吉野郡内としては特有な存在である

しかし、宇陀東山問では、このような山の神

まつりの風習は少なくない。

たとえば、奈良市刎所町では、鍬や鎌や唐

鋤や'!.."耿などの農道具が山の神まつりの芥物

として供えられたのである。そして、この山

の袖まつりの当日にはカキが懸けられたので

ある。このようなカギの共物が供えられた民

俗事例としては、山添村大字片平、御杖村大

字神末、都邱村大字小倉、そして山添村大字

菅生などの各地域でその伝承か'のこってぃる

のである。さらに、農道具や山道具などの模

型(ミニチュア)を山の神の当日、芥"ルし

て供える民俗事例は、東吉野村大字伊豆尾、

同村平野、同村滝野、そして同村杉谷などか

あり、さきの奈良市別所'町を除けば、聞取り

による限り、東吉野村域に集中していたこと

か'競えるのである。

このように山の神信仰にみる妾物は、大和

の各地域ごとの特色を表わすものと理解でき

ると共に、これらの答1勿から、

①男根をかたどったへノコなどを供える地

域

②男根を形象化したケズリバナ・ケズリカ

ケなどを供える地域

③男根あるいは形象化したものの両方をi典

える地域

④農道具あるいは山道具の模型(ミニチュ

ア)を供える地域

⑤カギを懸ける地域

⑥カギと共に近江(滋賀県)でよくみられ

る股木人形を供える地城(大和では、山

添村菅生のみ)

⑦カンジョナワを吊る地城(本文中では紹
^

介しなかったが、山添村大字桐山、同村

大字北野などが挙げられる)

0

貞1ることができる。

このように山の袖まつりd)イ"勿から、その

祭礼を 7 種剣iに分けるこ上ができると共に、

山の神まつりをh・なう主体につぃても、次の

ごとく、 4 群に分けることができるのである。

すなわぢ、

⑧大字=/、ラ全体の祭礼とし、ぐ、村人全

貝が参加して行なう。

イ 9 )

し
し
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^

⑧山仕事をする各個人あるいは複数者か

参加して行なう。

◎/、ラの行事であると共に、山仕事に従

事する人々が参加して行なう。

⑩山仕事の事業所が主体になって参加し

て1丁なう。

という4つに分けることができる,

この4つの祭祀主体についで、各地域の社

会的かつ経済的構成をあらためて検討するこ

とから始めるならぱ、⑧⑧@)⑩の祭祀主体か

山の神まつりにおいて、どのように位置づけ

されできたか、という課題が生起するが、 こ

の゛、は後日に讓りたい。

そして、ここでは、@＼から⑦に至る分j心か

ら地域的井色を把握することが、山の袖まつ

りを理解する一助になる、と考'えられるとと

もに、この芥物の特色を提示し、今後の検討

にゆだねたい。 ]9×'3 ×.]1」 J
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西椎木の野神さん 大宮守人
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~ 3 1] 18 H イΠ)の 1}Ⅱ,,岳です

《表宗氏角羣言兇》大案111寺に乙薪内された肩空6の

而である、県内外の行k,渦の人た力が寄進し

た1Ⅲ1含nは:.]汗余miに t,の【まる'、この折武顎は、

貞?PL111ミ銘の t,ので、大不Π郡!hⅢ1中力N 企ゞfj

上ともに'1お色した t,ので島る。

今1川は大和郡111市i川打1水で行力力でいる「野神さん」

の行,Ⅱ各兒る榊会左得たのでここに概蓼を縦円1る,

1凡i仙木は大和捌川1市の西1+jl'Ⅲに島たり、南は安堵村東

左I×、西は斑鳩Ⅲ]'に按・上る大羽U11水桑の伸,排川東片!に1●

罷する村落で南る(个戸で26φ干、その1大]/11家25Fr・寺 1

m 、'"

1ザ午.6 門 1 Πの午・後に皿fネホさんのチマキをつくる,4

Πはうる力米8削と 1,ち米 2削の粉左声七りで練り島力せ

告の,畍左さして真'の築に包んで力くこれを 5日の〒

朝に、■立てた湯茶の中で充分に湯掻く と二 ーノ

イボの,'fりかぼどよくチ气,キについて、おいしいという、

作るチマキの数ば家に上って異女り、・井は 2(川本ほと

つくりたが、今は 100 木ほと(米UI'家〕だという、二れ

ば、チマキ左かつては際んに糊戚・力1人への配りし,のに

したためらしい、また"は小¥般 6 午牛.1リ,下のワy見のあ

る*ではその人数分の「シ卦ウフデンホ」というi,の左

作りた,これは1"宅補の菓在圃く東ね、手でさける剖1分は

,,",;蒲0γ蛙左二つ編みにして輪1ゴ乍,た 1,のであるか、今

は・井ぼと作られていない,

井は、 6月5日の早卓小ト'三校 6 午牛.上J、ドのり}リιか学校

へ庁'るまでに西竹木の各戸を廻リて祝儀斉集めたそし

で、尿午長のサデ見(6 仟ノ1りか親とな 0てこれを取りま

十上め、野神さんに伊える菓子など左買い、供えた後、

で分けて食ぺたが、この祝儀を隻めに廻る11丁にめいめい

前Πにこし'えて t,らったショウプデンホを丁に1占って、

祝儀をt,らう家の内庭でこれ左十問に打ちつけ、次の台

;河を・f.Π昌した

才、工什ンオキテルケエ~

才、テルケ_τ~

ショウフデン小テイオ咋兄うの意か)タロケt~

を1

の
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9Π
印捌

と 1唱えて・市1、二とにり、]1丘左1」ウ、ぐま b ウたヒのガという

力i、ノ才は行力れていむい

そして、テオ女から如}ウて f午1む 2Uン~ 3Π、牡山野神さ

んへ参るときにY判1に仙リてホロホロになりたシ ,七丁、フヨ

デン小左御伊のチマキと典に竹参し、野杣さんの木て立

るヨノミの木に投けト.けた,できるだけmK 投けて上に

ひりかかるほと学業か'成帆するといりた

今Πで t,ンヨウフテン小左木にチ1け kけることは少し

だけ兒られ、井の牢,残在ととめている井は団f1小さ<へ

村'中の人右か参井 L た t,のでありたか、今はIHi松木地IK

の 6年*の父兄の世話で行ウて力り f・供会の行群のごと

くにむ,でいる 6 「1 5 Πの午後 211、牡貞から」也1く仏」の 6

午'上1リ下の児竜 t屶女を問力ず)かめいめいチマキ左"

つて劃J30名ほと雛まる、そして糊となる 6 圷●上のり}兒力

"神さんのル]の前で祝,祠をオメ十たあ上行参L たチマキや

西ピられた柴'f を食ぺるま力力f!1'えしたネ喉1川 ql'];1川) 左

の木粂に数油そそ なめるようにして参仟行ι,きミヨノ 、

いただくか木葵か'立まり小さいのでINを歎むという感し

ではとうていない,

かつて、二のΠキ!翊は麦秋のN小であり、さらにその後

にはΠ1杣え左ひかえているという多忙む手÷鄭で血リたた

め、〒・市1]か'・了イ共が各f「左処り村人狗,製こしてま b る上

いう'意味があワたのではないかという(米Π1彦治氏i知

が、この麦列゛フ)11、W甥、あるい1土ΠIMえ前のヒ貞に、仟は10
L L ]

~11月の〒火に各1也で行われていた、亥子の亥子・突きイイ・1北

逹が石や藁束で家々dリ五左突いて廻る)と師1しような行

事か 5 Πに t,,,",;浦の束で行力れていた而影左今 H t,残 L

てぃる伺ルして西柑木の農杣さんの行事1出県内ではめ1

らしくまた大変興畊ミ深い t,のである

だより V01. X NO.2
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.民イ谷t専物館の行事予定

☆礁 9月23H ~11月]1H

才キ別テーマ屡「111の信仰と吉野修1驗」

☆に記の井別テーマ展川]催に伴う屡ポ仟え左 9上]

13Π~9川22Hの問j二行ないま司、、その「刑テー

マh§々 jj1序1秀・円・]井ξいたしま・小、

☆ 9 Π 25 R(Π)休「強"iそ習、粘川(<ワラフコつくり>

☆11上]27H仟い仏1ち負',i岬"U永くシメナワつ<り>

☆ 5" 1 打 211、1【 b~ 22 Π{Π}体ち矣りそ刊';品 1小1

け丁藥・はたわψ〕教井ハ

崇イイ、1弥'j〒Υ,片凡 1二参加二丹〆β〔乃力1土、,,品"'仏丁f二、「l'」'1剖、・之

i!11气ξ,【.ーハゞぐ山,n"キ',徐1'1'へJ門Ⅲい介上仕ド太い

☆昭手1158午'10j116HU"~11j・] 201十山の井川剖に↓C俗

カルチヘ・ー'1辻1ミイ士Cイ谷コースⅡ>在Ⅲ],1ルしま・1、

●K俗コースⅡ<1小々き祀るIU谷と芸雄>
二H I0/ 111d)杣まつり,/1'

】0/
水?ホに祈る踊り 1112.,↓1イ谷モしぐ/10

%四f・1小まつり
U/
Π 1 の 1小への,1秀い御川 1"',制,'"カ、'、/20

共i l .d_!山,,1,1艸; 1 4}、 11、,1,1H二、i , C い 1 」、乃ぐ、 示 CIJ J)ノノ^

、个1"1,'十,1吊"1i1しナ、ノノ HI '、勺、 イ、1-ノ、 1、,÷1 /、「、
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川 UL、X,1 しい工1 に」 t,＼、ぐ、ノ才工ιけ 1/、'、ヰ〒尤き、c j、 J.

SUご);M、乃U武_ば、 fN風(ハ按師でlqさかや上八いだjぎ

し tjタ,たが、記伊1,1;N剖近にある介凧円■川ポニ1甥七

が;Fか'れ、・Ⅲイ、ψ,'」、、ノ; Jづ' L』轟!ぎしなくむ、,六: S

11Υ1

「,1・11」、1J)41-、 t,1、^;:ー'J、ツ,タリ L かし、川す斤ご)タ

0 ナ、ノ尹'イ,wl y寸元した吋える 4片、力弓ゞn 亢犬二なせ'C

IU1八1:_は凡厶Πく,タ、',,む円後の仟・き牛ヤ上したい1オ、

Ni1勿立' i,いま 1 野' 1;j、乃 11ド(アノJ ヰたく上える人 n l、 3 に

11「η、 1ν'二か t,υ」ンい乃"判嚇五 1'」ー〕か、ハ」
^

^

j',1片ご)りが過、、劇1タ,,1しさ,に卜上せオニイ1、、ハ

ι':t 1い N片勿1",.にイ}[か ln11'Πへ、ハ惜γ1 ぢ_1}しし 、

Uケヤ?・1〕ゞ 1】込まれるこ 1 予小1 )、,,,}ト{/、
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,列大]川1'そしてⅢ]'た1)は、 3'川 2 門]9 ΠⅡい
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